
赤木町会　1月12
日

堂山付近の田んぼ
竹渕町会　1月11日西木戸・上手木戸

白川町会　1月12日
白川農村公園

豊町町会　1月
12日

豊町公民館駐車
場

百瀬町会　1月11日田川河川敷

寿田町町会　
1月11日

田川河川敷

上瀬黒町会　1月11日上瀬黒グラウンド

下瀬黒町会　1月
11日

下瀬黒公民館南側

寿田川町会　1月12日田川河川敷

小池町会　1月11日小池公民館南側農地

白姫町会　1月12日
牛伏川新白姫橋北側河

川敷

各
町
会
の
三
九
郎
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世帯数

人　口

6.155戸

13.570人

（令和7. 3. 1現在）



　

寿
田
川

町
会
の
沖

さ
ん
を
紹

介
し
ま
す
。

沖
さ
ん
は
、
長
野
県
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ

ル
ネ
ス
吹
矢
協
会
の
会
長
と
し
て
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス
吹
矢
は
、

狩
猟
や
遊
技
に
使
わ
れ
て
い
た「
吹

き
矢
」
が
１
９
９
８
年
４
月
に
日

本
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
の
設
立
に

よ
り
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
４
歳
か
ら
１
０
０

歳
ま
で
全
国
で
約
６
７
５
０
０
人

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

海
外
で
も
８
カ
国
で
楽
し
ま
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

長
野
県
協
会
は
、
２
０
０
７
年

に
設
立
さ
れ
、
現
在
県
内
で
２２
支

部
、
約
４
２
０
人
に
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ル
ネ
ス

吹
矢
は
、
レ
ベ
ル
別
に
的
ま
で
の

距
離
５
～
１０
ｍ
で
、
長
さ
１
２
０

ｃｍ
の
筒
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
フ
ィ

ル
ム
製
の
矢
を
吹
き
出
し
ま
す
。

１
ラ
ウ
ン
ド
３
分
で
５
本
を
６
回

行
い
、
的
中
し
た
場
所
と
中
心
点

か
ら
の
距
離
が
近
い
程
高
得
点
と

な
り
、
そ
の
合
計
を
競
う
競
技
で

す
。
健
康
促
進
に
も
効
果
が
あ
る

そ
う
で
す
。

　

健
康
効
果
の
源
は
、
腹
式
呼
吸

　

私
た
ち
松
本
季
楽
会
は
俳
句
を

楽
し
む
会
で
す
。
春
と
秋
の
年
２

回
、
寿
公
民
館
に
て
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

　

俳
句
は
日
本
独
自
の
文
学
で
、

５
・７
・５
の
わ
ず
か
17
音
で
表
現

さ
れ
る
世
界
一
短
い
「
詩
」
で
す
。

こ
の
短
い
文
の
中
で
、
季
語
を
用

い
て
自
然
を
表
現
し
、
情
景
と
感

情
を
引
き
出
し
ま
す
。

　
初
心
者
の
方
も
歓
迎
し
て
い
ま

す
。
毎
月
第
３
土
曜
日
ま
で
に
５

句
を
メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
に
て

投
句
す
る
と
、
先
生
か
ら
講
評
を

い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
寿
地
区

文
化
祭
に
作
品
を
出
展
し
て
い
て
、

会
員
は
少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま
す
。

　

俳
句
を
通
し
て
私
た
ち
と
一
緒

に
季
節
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
一

緒
に
活
動
し
て
み
た
い
方
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
寿
公
民
館

（
５
８
︱
２
０
３
８
）
ま
で
。

　
　

　
　
【
松
本
季
楽
会　

百
瀬
千
春
】

　

2
月
20
日
に
寿
地
区
人
権
啓
発

推
進
協
議
会
主
催
の
ふ
れ
あ
い
演

奏
会『
楽
団
ケ・セ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
』

が
寿
公
民
館
大
会
議
室
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
『
楽
団
ケ
・
セ
ラ
』
は
令
和
４
年

に
寿
田
町
町
会
に
寿
事
業
所
が
開

設
さ
れ
、『
福
祉
の
文
化
祭
』
や

施
設
見
学
な
ど
の
地
区
事
業
に
参

加
し
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
寿
公
民
館
で
は
寿
事
業
所

の
開
設
以
来
、
演
奏
会
を
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
も
毎
年
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

　

今
年
も
約
40
名
の
住
民
の
皆
様

わ
が
ま
ち 

〈
寿
田
川
町
会
〉

を
ベ
ー
ス
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

式
呼
吸
法
に
あ
り
、
精
神
力
と
集

中
力
を
高
め
、
血
行
促
進
を
は
じ

め
、
内
臓
の
諸
器
官
に
も
良
い
影

響
を
与
え
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

性
別
や
年
齢
、
障
害
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
誰
で
も
手
軽
に
、
安
全
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
ゲ
ー
ム

感
覚
で
楽
し
み
な
が
ら
健
康
に
な

れ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

現
在
は
週
１
回
、
庄
内
地
区
公

民
館
に
て
技
術
力
向
上
に
励
む
と

と
も
に
多
く
の
大
会
に
も
出
場
さ

れ
て
い
ま
す
。

沖
さ
ん
曰
く「
的

の
中
心
に
当
た

り
、
パ
シ
ッ
と

的
に
当
た
る
音
」

で
ス
カ
ッ
と
す

る
そ
う
で
す
。

　

令
和
１０
年
に
県
内
で
行
わ
れ
る

『
信
州
や
ま
な
み
国
ス
ポ
』
で
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
に

採
用
さ
れ
て
お
り
、
会
場
は
塩
尻

市
総
合
体
育
館
と
な
り
ま
す
。

今
後
ま
す
ま
す
注
目
さ
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。

　

ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
庄
内
地

区
公
民
館
を
覗
い
て
み
て
は
如
何

で
し
ょ
う
か
。

　

   

　

【
館
報
編
集
委
員　
山
口
雄
二
】

人
権
学
習
会

人
権
学
習
会

ふ
れ
あ
い
演
奏
会

「
楽
団
ケ
・
セ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
」

ふ
れ
あ
い
演
奏
会

「
楽
団
ケ
・
セ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
」

公
民
館
利
用
団
体
紹
介

公
民
館
利
用
団
体
紹
介

「
松
本
季
楽
会
」

「
松
本
季
楽
会
」

を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
曲
の
多
く

が
、
昨
年
度
と
は
変
わ
っ
て
、
新

し
い
も
の
に
な
り
、
ま
す
ま
す
腕

を
上
げ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え

ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
曲
は
み

ん
な
が
知
っ
て
い
る
懐
か
し
い
曲

で
、
手
拍
子
や
歓
声
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
ま
た
、
演
奏
を
し
て

い
る
方
々
が
一
曲
一
曲
真
剣
に
曲

と
向
き
合
い
、
と
て
も
う
れ
し
そ

う
に
楽
し
そ
う
に
、
ノ
リ
ノ
リ
で

演
奏
し
て
い
ま
し
た
。『
寺
尾
聰
っ

ぽ
い
人
』
や
『
ル
パ
ン
3
世
の
よ

う
な
人
』
も
出
演
し
、
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

聞
い
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
方

か
ら
「
と
て
も
元
気
を
も
ら
え
た
。

自
分
も
ま
す
ま
す
頑
張
ろ
う
。」
と

い
う
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
観

客
の
皆
様
に
大
変
喜
ん
で
い
た
だ

き
、
一
体
感
を
感
じ
る
素
晴
ら
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　　
【
寿
公
民
館
長　

久
保
田
文
章
】
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